127 


NEC Express 5800シリーズ 
InterSec 

Express 5800 /VC400h ， CS400h ， LB400h ， MW400h 


故障かな？と思ったときは 


「故障かな？」と思ったときは、修理を依頼する前にここで説明する内容について確認してく 
ださい。また、この章では、修理を依頼する際の確認事項や NEC 、 および NEC が認定する保 
守サービス会社が提供するさまざまなサービスについても説明があります。 

日常の保守 （128 ページ） 

日常使ラ上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
法について説明しています。 

障害時の対処 （131 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照してください。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

移動と保管 （143 ページ） 

本体を移動 • 保管する際の手順や注意事項について説明しています。 

ユーザーサポート （145 ぺージ） 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明しています。サービスは弊社 
および弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用 
ください。 






128 日常の保守 


92.iai.ISS MIMW 10 JSiOT KMPltC^M BMCprf>«ff 

92iai.ia a01MS/U 10 J747 CMPRCXm BMCob»»bS»tk. 


192.10 +I.IM X10AM410 J 7103 

lf2.IM I.ISS a01(UDSa4 WM31 

imai.ia xiqasai iojijt 

if3.i«t.i.is2 xituun* lo js ja 

193.10 .1.152 XKMUA410 J3 J3 

m.iM.i.ia aoiMo/u lo： 33101 

193.1 a.I.ISI XMMUA4 lO^M 

199.1 Ct.I.ISS XIOnSM 10 J44T 

m.Itt.I.ISI X1MU/I4 \CM02 

lff9.IM.IIM TOIOMOMUMM 

I93.IM.I.IS3 aOlMU/1410J341 

lf3.l«t.l.lS3 3010AM410J]：M 

193.1 Ct.l. 133 aoiMU/ioojaji 

193.1 aim aoio«M4 10 jaai 

in.lCS. 1.132 30KU03A410:33:11 


E»nKXm BMtoc«IPote« 

cnmto«K sxc—nr 

CMPKX5M BMCo_Bfarriet 
EMPROAM BMCoauaBafamet 
EOtnaat BMCo_>farriet 
BUPROm BMCoamtaSoriM 
BUnOSM ESMRS«vi(. 
CMPKOSM BMCprfMf 
EMPKXSH BMCo 一 afamM 

KOmOSM BMUrdMh* 
BHnOJSH iniCouoiSMTm 
KmraOSM BMC«_aS>mN 
nunto^M BHCpM 
tamomu i«c«_ataTiM 
tSttnOOM ESMCoonwaSunM 


日常の保守 


本装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行っ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依 
頼してください。 


Express 5800 シリーズでは、本体および周辺機器の BIOS、FW (ファームウェア)、ドライバ 
などのアップデート情報を弊社 Web サイトの以下のページに掲載しています。システムの安 
定稼働のため、常に最新のアップデートを適用いただくことをお勧めいたします。 

NEC コーポ レートサイ h ( http :// www . nec . co . jp /) 

[サポート.ダウンロード]— [ PC サーバ/ブレードサーバ] 

なお、本体の BIOS、FW (ファームウェア）につきましては、適用が必要なアップデートの検 
出 • ダウンロード，適用をサボートするツール 「 ExpressUpdate 」 も提供しています。 
「 ExpressUpdate 」 は、本体添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内に格納されています。 


巳 31 \/^闩〇/ 36 「ソ 6 「 1 \/^ 396 「で監視対象サーバの状態色に異常がなぃこと、ァラートが通報され 
ていないことを常に注意するよう心がけてください。 


ESMPRO でチェックする画面 



• 最新アップデートのダウン□ードおよび適用作業は、お客様自身で実施 
ください。 

• 最新アップデートの適用にあたっては、万一の場合に備えて、適用前に 
データをバックアップされておくことをお勧めいたします。 


アラー トの確認 


ップデートの確認 • 適用 
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ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットタ'ウンをして電源を OFR こする前に、本体前面に 
あるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容についてはハードウエア編 
の2章をご覧ください。万一、装置の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社 
に連絡して保守を依頼してください。 



定期的に本体に内蔵されているハードディスク内の大切なデータをバックアップすることを 
お勧めします 。 Management Console を使ったバックアップについてはソフトウェア編をご 
覧ください。 


クリーニング 


本装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取ってください。汚れが落ちにくいとき 
は、次のよラな方法できれいになります。 


m 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でぬらさないでください。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5. 汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 
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6. 真水でぬらしてよく絞つた布でもう_度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で背面にある排気口に付着しているほこりをふき取る。 


ディスクのクリーニング 

CD などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデー 
夕を正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、ディスクのクリーニングを行 
います。 


1. 本体の電源が ON (POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから出てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 

wO ディスクの信号面に手が触れないよう注意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 


光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷つ 
いて誤動作の原因となります。 


5. トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


W "0 ディスクは、中心から外側に向けてふいてください。クリーナをお使いになる 
Ita ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内容が読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりするおそれが 
あります。 
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障害時の対処 


「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


万一、障害が発生した場合は、巳3〜「8〇/36^^_3阳96「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害がハードウェアによるものかソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。障害がハードウェア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
ESMPR 〇/36^^_3旧96「が便利です。ハードウェアによる障害をさらに切り分けるには、 
「 EXPRESSBUILDER 」 の「システム診断」をご利用ください。システム診断についてはハー 
ドウェア編の3章をご覧ください。 




装置の障害発生箇所、および障害内容を確認 


障害箇所の切り分け 
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132 障害時の対処 


エラ _ メッセ _ ジ〜電源〇 N 後のビープ音〜 


本体になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を〇 N にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を検 
出すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のノ《ター 
Bta ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 


_、一 P 〇 ST のエラーメッセージー覧は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
「ヒント"! れているオプションの SCSI コントローラボード、 RAID コントローラに搭載さ 
れている BIOS のエラーメッセージとその対処方法についてはオプションに添 
付の説明書を参照してください。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

ハードディスクドライブ'エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードの異常。 

キーボードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un¬ 
lock key swit ch . 

キーボードがロックされている。 

キースイッチのロックを解除してくださ 
し、ロックを解除しても直らない場合 
は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない。 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直らない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0232 

Extended RAM FaiLed 
at address Line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead - Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリを 
交換してください。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config¬ 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い0 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設定 
し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0270 

Rea L time clock er¬ 
ror . 

リアルタイムクロックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムクロックの時刻設定に 
誤りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete - Default 
configuration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

0281 

Memory size found by 
POST differd from 

EISA CMOS 

POST が検出したメモリサイズが 
EISA CMOS の内容と一致しません 
でした。 

EISA CMOS の初期化。 

02D0 

System cache error - 
Cache disab Led. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界 
を超えた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EISA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed ■ 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI FaiLed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

FaiL-safe Timer NMI 

FaiLed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0613 

Com A configuration 
changed 

COM A の設定が変更されました。 

COMA の設定を確認してください。 

0614 

Com A conng.error - 
device disabled 

COM A の設定エラーです。 


0615 

Com B conriguration 
changed 

COM B の設定が変更されました。 

COM B の設定を確認してください。 

0616 

Com B conng.error - 
device disabled 

COM B の設定エラーです。 


0700 

USB Over Current on HC 

USB ポートの電カオーバを検出し 

よし/し 0 

USB デバイスを取り外してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください。 

0701 

USB Over Current On 
HC/Port 


0B28 

Unsupported CPU de¬ 
tect on CPU Socket 1. 

CPU #1ソケットにサボートしてい 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 
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ディスプレイ上の エラー メ ッセージ 

意味 

対処方法 

0B42 

Resource ConrL 1 ct 

リソースが競合しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con¬ 
figured 

IRQ が設定されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B60 

DIMM1 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#1が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B61 

DI MM2 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#2が縮退している。 


0B62 

DI MM3 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#3が縮退している。 


0B63 

DIMM4 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#4が縮退している。 


0B64 

DIMM5 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#5が縮退している。 


0B65 

DIMM6 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーを検出した。メモリグ 
ループ#6が縮退している。 


0B6F 

DIMM with error is en¬ 
abled. 

メモリエラーを検出した。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検出する途中にエラーを 
検出した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考えられます。保守サービス会社に連 
絡して保守を依頼してください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を検出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B75 

System voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

BMC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
failed. 


0B82 

BMC core Hardware 
fa i Lure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベントログを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「Server」 メニュー 
の「 Event Log Conriguration 」で 、「Clea「 

All Error Logs」 を選び、く Enter〉 キーを 
押してログを消去してください。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

Could not redirect 
the console - BMC Busy 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー）。 


0B8E 

Could not redirect 
the console - BMC Er¬ 
ror - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC エラー)〇 

一度電源を〇 FF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8F 

Could not redirect 
the console - BMC Pa¬ 
rameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC パラメータエラー）。 


0B90 

BMC Platform Informa- 
tion Area corrupted. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を〇 FF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B94 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を〇 FF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0B95 

BMC FRU device faiL- 

ure. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を〇 FF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
faiLure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device faiL- 

ure. 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error . 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

RMC の ファー ムウエアをアップロード 
してください。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してください。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライべ一卜 I2C バスより無応答。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
ください。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B9C 

BMC interna L excep¬ 
tion. 

BMC のエラー 。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror . 

BMC のエラー 。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデー 
夕の破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイべ 
ントログのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエ 
ラー 〇 


0BD1 

1st SMBus device Er¬ 
ror detected. 

SMBus に接続されているデバイス 
にアクセスできない。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0BD4 

2nd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



0BD7 

3rd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDA 

4th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDD 

5th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBEO 

6th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



8150 

NVRAM Cleared By 

Jumper 

ジャンパによって CMOS がクリア 
されました。 

SETUP で設定し直してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパによってパスワードがクリ 
アされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さい。 

Expansion ROM not 
initialized - PCI 
Mass Storage Con¬ 
troller in slot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足 。 

SCSI コント□ーラで、〇 S がインストー 
ルされているハードディスクドライプを 
接続しない場合はそのボードの ROM 展 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
(SETUP)」 の PCI Configuration サブ 
メニュー （105 ページ）を参照してくだ 
さい。 

H/W Configuration 
of BMC is corrupt¬ 
ed . 

!!Update BMC F/W 
Configuration by 
configuration 
tool ! ! 

!!Refer to BMC con¬ 
figuration manual! ! 

RAS 機能の設定が行われていませ 

保守サービス会社に連絡してください。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM またはマザーボードを交換し 
てください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。それで 
も直らない場合は保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェック中のエラー 

あるいは、未サポート CPU が実装されてい 

る。 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM / CPU 、 またはマザーボード 
を交換してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 またはマザーボードを交換 
してください。 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換してください。 


ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
「ヒント I され、システムの再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありま 
せん。 
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装置が思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に従って本装 
置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の碓 
認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 


運用時 

[?] 本体の電源が自動的に OFF になった 

—装置の温度が高くなりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないか 
確認し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が 
〇 FR こなる場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[?] 起動完了ビープ音が定期的に何度も鳴る 

-—度電源を〇 FR こして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビー 
プ音が定期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡してください。 

[?] 管理 PC に画面が表示されない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

— ケーブルが接続されていることを確認してください。また、ケーブルが破損 
していないかどうか確認してください。 

n ESMPR 〇 /38^^「1\/|3旧96「で正しく設定 していますか？ 

—添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD にある ESMPR 〇/36^^「1\/^396「オンラ 
インドキュメントを参照して正しく設定してください。それでも表示できな 
い場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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[?] 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ー インタフエースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順序が正しいかどうが確認してください。 

n 電源〇 n の順番を間違っていませんか？ 

一 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
〇 N にします。 

n ドライバをインスI-ールしていますか？ 

—接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス 
トールしてください。 

[?] DVD / CD - ROM にアクセスできない 

n 光ディスクドライブのトレーに確実にセツトしていますか？ 

— トレーに確実にセツトされていることを確認してください。 

[?] 光ディスクドライブの回転音が大きい 

—いったん、 DVD/CD-R 〇 M を取り出し、再度 DVD/CD-R 〇 M をセツトし直して 
ください。光ディスクドライブのオートバランス機構を再度機能させること 
で、回転音をおさえます。 
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EXPRESSBUILDER について 

rEXPRESSBUILDERJ DVD から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

□ POST の実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しましたか？ 

— POST を実行中に rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットし、再起動しないと 
エラー メッセ ー ジが表示されたり、〇 S が起動したりします。 

n bios のセットアップを間違えていませんか？ 

- BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を設定するこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよラ順序を変更してください。 

<確認するメニュー： 「 Boot 」 > 

□ 未フォーマット状態の Flash FDD 、 又は FD を接続していませんか？ 

— 接続されている Flash FDD 、 又は FD が Windows からフォーマット済みと認識 
されることを確認してください。未フォーマット状態の場合はフォーマット 
してください。 

□ Boot selection 画面で『〇 s installation *** default ***』 を選択した場合に以下のよ 
ラなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESSBUILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして「〇《」ボタンを押してください。 

(「 OK 」 ボタンを押すと再起動します） 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行してください。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上のハードウエアに関する情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( マザーボード交換直後にこのエラーが出たときは 、 「Maintenance 

UtillityJ を使ってハードウエアの情報を正しく設定してください）。 








140 障害時の対処 


オートランで起動するメニューについて 

[?] オンラインドキュメントが読めない 

□ Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

ー オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している〇 S は、 WindowsXP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に以下 
のよラな情報ノ \一が表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合、以下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショー トカット メニューが 現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブロックされているコンテンツを許可」 
を選択する。 

「セキュリティの警告」ダイアログボックスが表示されます。 

(3) ダイアログボックスにて「はい」を選択。 

[?] メニューが表示されない 

□ ご使用の〇 S は、 WindowsXP 以降、または Windows Server 2003以降ですか？ 

— 本プログラムは、 Windows XP 以降または Windows Server 2003以降のオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

— Windows 2000の場合は、あらかじめ IE 6 .〇をインストールしてください。 

n < Shift > キーを押していませんか？ 

一 < Shift > キーを押しながらディスクをセットすると、オートラン機能がキャン 
セルされます。 

n 〇 s の状態は問題ありませんか？ 

ー レジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのよラな場合は、エクスプローラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライブのアイコンをダブ 
ルクリックしてください。 

[?] メニュー項目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一 実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 
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[?] メニューが英語で表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

— オペレーティングシステムが英語パージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


システム診断 • 保守ツールについて 

システム診断や保守ツールの実行中にエラーメッセージや警告メッセージが表示された場合 
は、速やかに保守サービス会社までエラーやメッセージの内容を連絡し、保守を依頼してくだ 
さい。 


ESMPRO について 

[?] 画面が文字化けしている 

- シリアル接続の管理クライアントから設定作業をする場合は、管理者として 
□グインした後、設定作業を開始する前に環境変数 「LANG」 を 「ja_JP.UTF- 
8」に変更してください。デフォルトのシェル環境の場合は以下のコマンドを 
実行することで変更できます。 

#export LANG = ja — JP . UTF -8 
[?] ESMPRO で思うように監視できない • 動作しない 

—本体に添付の DVD にあるオンラインドキュメントを参照してください。本体 
にインストールされている ESMPR 〇 /ServerAgent については、添付の「バッ 
クアップ DVD:/nec/doc/400/esmp「o.sa/lnx_esm_use「s.pdf」 を参照してく 
ださい0 ESMPR 〇 /Se「ve「Manage「〔Ol、Ttt、「EXPRESSBUILDER」DVD 
内にあります。 rEXPRESSBUILDERJ DVD を Windows マシンにセットする 
と自動的にメニューが表示されます。メニューからオンラインドキュメント 
を選択してください。 
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システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状況は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくはソフトウェア編を参照してください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO/SererManager 、 ServerAgent を使用します0 
詳しくはハードウェア編の3章を参照してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• 電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 

本体を移動 • 保管するときは次の手順に従ってください。 



A 注意 



AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 in ページ以降の説 
明をご覧ください。 

中途半端に取り付けない 
落下注意 

装置を引き出した状態にしない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 

古:日: t 章 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


pm 


フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいてください。 

八ードディスクドライブを内蔵している場合は八ードディスクドライブ 
に衝撃を与えないように注意して本体を移動させてください。 

再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：- 10° C 〜 55° C 、 湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. 本体にディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザからシステムのシャットダウン処理をして電 
源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 


警告 


A ② ® 

A,A (S) C 
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5. 本体をラックに搭載している場合は、ハードウェア編の2章を参照して本体をラッ 
クから取り出す。 

なるべく複数名で行ラことをお勧めします。 

6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 


輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
■to 認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所から暖かい場所に急に持 
ち込むと結露が発生し、そのまま使用すると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び連用する場合は、使用環境に十分なじませてから 
お使いください。 
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ユーザーサポート 


アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 



本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を確認のラえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 

• 弊社製以外（サードパーテイ）の製品、または弊社が認定していない装 


置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 
ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品の形式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業者名、 
製造国が明記された銘板が貼ってあります。，販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の製造番号と保証書の保証番 
号が一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
られないことがありますのでご確認ください。万一違う場合は、 P 及売店 
にご連絡ください。 
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修理に出される前に 


「故障かな？」と思った6、以下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （131 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインスI-ールされている 
ことを確認します。 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 


この装置は日本国内仕様のため、弊社の海外拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

□ クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報（ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 
n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社によってのみ実施 
されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、ご都合に合わせて 
ご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っており 
ますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 





• サービスを受けるためには事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


八ードウエアメンテナンスサービス 
維持保守 

定期的な点検により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が出張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害（アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異常等）が 
発生した際に保守拠点からお客様に連絡します。お客様への連絡時間帯は、月曜日〜金曜日午前 
9:〇〇〜午後5:00です。 

「ハードウェアメンテナンスサービス」または「マルチべンタ 'H/W 統括サービス」を契約されたお客 
様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」が別途必要です。販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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オプションサービス 

下記のオプションサービスもございますのでご利用ください。 


基本サボートサービス 

Express 5800シリーズの Express 5800 /InterSec を対象に、運用する中で生じる疑問やトラブル対応 
といったニーズにお応えするために、以下のサービスを提供します。 

• インスIルされているソフトウェアに関する電話 • FAX • 電子メールによる問合せ対応(運用 
支援、障害解決支援） 

• FAQ などの情報提供（問い合わせをする回数によってソフトウェアサポートサービス（5)、ま 
たは （2 ⑴をお求めください。） 

以下のサービスは提供する NEC 販売店により、名称、内容が異なる場合がございますので、お確かめ 
の上、ご用命ください。なお、以下のサービスは NEC フィールディング（株）が提供するものです。 


マルチベンダ H/W 統括 サービス 

マルチべンタ'製品（本製品 +SI 仕入製品*)で構成されるクライアント • サーバ • システムに対し、下 
記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取外し、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、 

動作確認、修理内容報告、引渡しを行います。 

預り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


* Q i 仕、製品とは_ _ • 

NEC が他社がら仕入れ、責任をもつてお客様に納入させていただく他社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守 サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器（ルータ - HUB -ブリッジなど）について、障害 
原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアントおよびサーバ 
は、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は出張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備機保守な 
ど、お客様が選んだ保守方式による）までをフォローします。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サービス内容 
はネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービス日時は、24時 
間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発行します。修理はハード 
ウェアメンテナンスサービスで対応します。 
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情報サービスについて 


本製品に関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレス通 
報サービス」の申し込みに関するご質問 ■ ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受けしてい 
ます。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング（株）ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設 
工事などの情報をご紹介しています。 
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